
市民自治のセンター



新しい

自治の拠点

日野市長 森田喜美男

かねて施工司lであったJj'合改築の工・J'rカ'ill_み、いよ

いよ都成となりました。

新しい庁舎は、日野di城の'1'心部にあたる「何11りJl'.J 

の布地に位置し、 rli1付全域をその机野におさめるとこ

ろに所点しています。ここは将来、i"~f 行15 di ，~ 1i'lliJが

完成を見たとき、全Inの11肢ともいつべき牧民になりま

す。

また新庁舎の設計には、役所くさくない税しみやす

さと、業務の機能性をうまく調和させ、発展する 11野

d5のイメージを象徴できるよっ心をくだきました。

申すまでもなく、 Ili役所の他物は、 i'ldi体発展の手

段ではあっても、 IJ的ではありません。

それは、市民 i'ldiの拠点となって市民参加lや、行政

サービスのfi，]上発展によって花が咲くというものです

その意味で新しいけ=舎が、 rl5民自治のセンターとなっ

て、 I-H.J 花することはうたがいないと1，~じています。

しかし行政両要が明大するなかで、市庁舎改築は大

事業でした。庁舎建設基金の積立てから始まり、用地

確保、財源の柱となる補助金や起債の獲得、将米計画

と設計の整合、住民参加による合意づ‘くりなど、 10年

間のあゆみがそれをよく示しています。

計画は歴代の市長に引きつがれ、議会には庁舎特別

委員会が設けられるなど、長い年月を経て、多くの人

々の協力の積み上げによる合作として、新しい庁合が

でき上ったのです。

本年は、地万 (1?fi法施行30周年に当ります。市庁舎

の部成は、この年を記念するのにふさわしい事業とな

りました。この卒業の達成に、いろいろな立場で努力

を注がれたすべての万々に お礼申しあげます。

私はこの rIJ月二合をi'ldiの拠点として、引き続き、市

民生活に緊要な道路、交通路線、低地の雨水対策、下

水道、南部公共地設など、直面する重要事業に全力投

球してゆく決意をのべ、ごあいさつといたします。

人間尊重の
自治体へ

日野市議会議長 名古屋史郎

今年は、憲法、地万[Iifi法が施行されて 、満30年に

当る年です。

おりしも 、l↑i政推進の核であ り、市民自治のセンタ

ーとして発展的な新庁舎が完成しました。

1111]'合決成11与の10怖に当る 、人口13万人となった現

イ|の [J野d川上数々の行政市要を抱えています。

まちづくりの似幹である都市計画に基づく道路、下

水道、学校、および文化、スポーツ施設などの建設を

進めねば、なりません。

そして、これらのill設事業と合わせて、きめのこま

かい制祉地策の尖Jjfuと、教育内容の向上をはかること

が何 よりも肝要と4・えます。

深まる経済危機のなかで、市民生活がきびしさを増

しているいまこそ、市民生活に密着した市政が行われ

るべきです。

そのためには多くの財源を必要としますが、匡lの経

済が高度成長から低成長経済へと急速に移行するのに

ともない、 地万r'ldi体はいまや財源難をはじめとする

きびしい事態に直而し、憲法と地万自治法の杜~+:J;Q範

である「地万自治体の本旨」がその真価を関われよう

しています。

このような状況から [li]と地万を通ずる行財政制度

の抜本的見直しと、市民と一体となって進める住民参

加の行政が、特に要313されています。

そして、さらには「行川止と教育を柱にした、人間尊

重の必本理念」がつらぬかれたものにしなければ¥ほ

んとうに住み良い日野市はできません。

新庁合孫成を機に、この目的達成に rtljって、市民の

みなさんとともに全力を体げます。

ここに、躍進する日野市実現を確信しつつ、これか

らの日野市づくりにまい進する決意をのべて、ごあい

さつといたします。
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1階
市民ホール・食堂・行政図書室

市民部・出品内課・収入役室・市民相談室

①市民ホール

②収入役室

③市民広場



1階

①市民ホールの壁 ②行政図書室

③食堂・喫茶室 ④総合窓口

⑤市民相談室
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2階
福祉部

生活環境部

①2階窓口 ②職員休憩室 ③身障者用便所(1・2・6階)

④電話交換室 ⑤職員更衣室(各階) ⑥給湯室(各階)

⑦書庫(各階) ⑧身障者用エレベーター ⑨3階全景
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i" 3階
都市整備部・建設部

広報室・記者室
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市長室 ・助役室 ・市長公室 ・庁議室

企直財政部・総務部4階

①
庁
議
室

③
市
長
室

④
助
役
室

⑤
応
接
室

②
市
長
公
室



①教育相談室(児童観察室) ②教育長室

③教科書展示室 ④小会議室 ⑤大会議室

5階
教育委員会 ・選挙管理委員会

監査委員会 ・大小会議室
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6階 議場 ・正副議長室 ・議員控室

そのイ也5義会関係
市議会議場



6階‘t 
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①
下
水
処
理
施
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(
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各階平面図

。
資産税課 市民税課 納税線

。

C) 

• • • • • • • 

建築謀 公園緑地課 土木課 管理課

区画整理課 下水道課 都市計画課

• • • • • • 

目 0・ I • • I ・E10I I  I II 日

Hエレベーターホール

職員課庶務課 安全 用地課管財課 1占段
対策課 口

• • • • • 
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ゆたかな緑にかこまれた市民自治のセンター

学校教育課体育課社会教育課

教育委員会
庶務課

• 



新庁舎の特徴

11肝 rli役Ffrの新Jf合は“ !十jl(の J'Jifiセンター"を 目標に、次のような法

小:)J針のもとに設計されました。

①ゆたかな r!il(生前が':j:られる住宅布Ildi'日型f'Jを象徴するものであること。

② di }j'合は d1民のものであるから、あくまでも di民カ、利用しやすく、 :tJl.し

みのもてるものであること 。

③ diの存純の業務が能*tドJに行え、執務瑞抗か町在イIfIiされたものであること 。

④Ji'1iの周辺の布111!itドJn然的環境をそこなうことのないよう |ー分配慮し、

町長でl限ろう、品位;のあるものであること。

⑤将米の人 uJ判加、行政布袋の変化に 1.分対応できる胤校と機能をもっ庁

-;'tiであること。

.市民の広場と しての斤舎

Jî'令には、大きく分けてふたつの機能があります。第ーの機能は行政 ・J:~

務をなめらかに進めるための、“しごと場"としての機能です。これに対し

て第二の機能は、 diL(のコミュニティ ーセンターと しての役割をもっ地万

1'1 ifiのよりどころ、“dil(のjムナ必"としての機能です。 日野市の新庁舎は、

~\ーの機能を当然;の I jíj-t1tとしながらも、とくに第二の機能を ru くみて設計

された点に大きな特徴があります。そのために次の三つのことを、設計上

の基本テーマとして取り υずました。

-. 

①行為あるプラザ(広場)の佐立

誰もが気料にはいれ、つどい、仲介せ、そこをJJ;(点として山かけていく

ことのできるプラザとして、庁舎を位置づける。

②宅情jの多械性

' J'~務的な目的(第一機能)をすませたあとで、 Jl'合を rl'心とした けi lけ11
r/~のコミュニティーを助長して、地設の利){jをひき起こし、生き生きとし

た場とする。

③オーフ。ンシステムの導入

執務H寺間以外でも、 dH(が J'J山に山人りできる庁合とする 。そのため ロ

ックする部分は枇少|恨にとどめ、段大阪に rh庁合を rlil己に|剖放する 。

.ふれあいを大切にして

これら三つのテーマを、設計上次のように具体化しました。

①のテーマのために

①i.ll物|人j部の d1民ホールと述結するJムー場をJ]lj庭に設け、 1'101なたまり場

とした。この広場はレンガで1;11i装した快いものにし、駄の木|岱にベンチな

どの休息施設をおく。またJJI，イ1:i.llF'&工事l一l'の'1'央公|長!とこれを結ぶ。

①人と恥のゾーンを分け、人と人とのふれあいの場に半が関係しないよ

うにした。

①庁合に集まる市民の動きに活力をあたえるため、先Ir¥f.、食堂・ l喫茶宅、

lヌ1，I~ 'i~などを Ilj[(ホールや広場と述結して設け、 1'1 山に利月j できるものと

した。

②のテーマのために

①オープン ・システムによる けil己ホールを Ji '~~ 内に :泣けるはか、食 'j:;: 、
|喫茶宅、図占:宅ーなどを一体のものとして祉えるよ iに Lt~ _ 主らに将米、
Ji'~子 'JJ~ .t也 I-"J にi.ll設予定のけi民会自Î(をこれにつなげ、 dil己のた去り場として
の機能を充実させる。

①オーフン ・システムのなかに会議主を車Ilみ人tL、 dJ1(の，i，f，しイ刊‘のJ品
とした。

③のテーマのために

11明と21滑にオ ブン・〆ステムを111(リ入札、¥1 ，クさ れた 'h崎日111"1の

はかは、 dil己カ、 I!IIIIに1史えるものとしたゆ

・市民サービス第一に

11 肘 diの新Jr~行は、凱-の機能である“しごと場"としての訪日 1-'こも 組|
かい配慮がなされています。

まず di民サービスを第ーとする'j';務処.fll¥ができるよう、 dil(に直接関係

する市民丹11とrli1けII~炎主を 11滑に、1)'1\ 1<U:部生活関境庁11 を 21暗に配置、窓口
を利用しやすくしてあります。また防省:布のためには、エレベータ一、 ト

イレに特別lの配慮をし、，1，¥'[:ブロックも動総を巧1草して設けてあります。

イ刊11(的で1動きやすいしごと場とするため、ダブルコア h;r.'¥，をとったのも

特徴のひとつです。これは トイレ、附段などのコア (共.iJ.U地誌)を存階の

1，11]サイドに設けである }J式で、す。

Jf合の規校は、延Jポ凶i柏で 17J2， 2911ずです。これの決定に当っては、庁

舎の|刷用年数を30-40年間lとみて、 10-20年先までの人U動態を恕定し、

人L120万人を法礎としました。日本住築ザ:会のデータによれば、人口千人

当りの庁合的I'fl'tは、小都市では50-100m'とされています。またr'I治省でも

起債1tÆJJ5 1~i として、庁合の胤肢の ~~1V， をもっています。日野市ーでは、こ

れらを参巧として検討をかさね、延床r(rI柏を 1Ji2，000m'ぐらいカ、適当であ

ろうとしたのです。なお、将米にそなえて削築する際のスペースとして、

現行2階までの住築部分をJI]，むしてあります。

-工事のあらまし

.庁舎の位置 I-I'H di Il !llf' 6 2 3 0 
・敷地・建築面積 激地14，410m'/挫築而fl't2，967 m' /延床n'ri.ffi12，291 m' 0 

.構造と規模 鉄筋コンクリート造一部鉄骨鉄筋コンクリート泣/地下 l

附地上6階、 PH 1附0

.建物の高さ 軒，:':j26.35 m /:最t~ 29 ， 3 m

・事業費 26倍57万円。

く建築工事費〉

131志4，598)j円。

〈電気設備工事費〉

3偲850万円。

く給排水 ・衛生・空調設備工事費〉

7 f意5，0657J円。

〈エレベータ一設備工事費〉

5，150万円。

く家具購入費〉

7，600万円。

〈設計 ・監理費〉

6，794万円 0

.電気設備

〈高圧引込及び受変電設備〉①高圧受電万式=3 fll3線式6，600V ②高

圧トランス総存量1，200K V A/ 3利|用コンデンサー255KV A/契約容量

600KW。
く発電機設備〉①ジーセソレ発屯機=発電山力200K V A (160 K W )燃料軽油。

②上記発電機により、非常の場合に、電灯 (Jド常用)、動力(エレベーター

など)への供給を行う 。

〈電話設備>屯々公社|立営);式/局総100回線、内線300回線 (200回線用

設可能)。

〈議場電機設備〉場内照明800ルックス/議員 2人に 1例のマイクロホン

設置。モニター宅で鉢行再生可能とし、テレビカメラ 2fiにて rli民広場な

どに肱映する。

〈火災警報設備〉地F背中央位相主に受信盤を設置し、!岱、矢11機を各階に設け、

火災の初期j発比を行う。

〈放送設備〉一般常)日放送に非常用放送 (200W) を併設。

〈テレビ共聴施設>Jf 1iの ;;t~科で近|焼家屋に屯波附吉:が生じた士晶子干のため、

共同崎、税システムの配竹を'政地境まで設置。

〈避雷針設備〉出 Lに3小"没出。

.給排水衛生設備

〈給水設備> di J.Kリ|込 (100rt )→交ノ'.Kf'，1I1(48m x 2 )→同J.Kポンプ2台→

""'1保水村li (15m X 2) .1刊行ノ'.K(，品川。

< ~両火佳品備〉件附に lt;t ii'j D

〈給湯設備>Jl'j'i砧式のぬわかし慌を存附尚わかし不に liit;iq。
く 1~i生凸対局 〉 作附の 1f{JII ト昨日(大・小il1iJlJ )はN，iVに従い設置。 1階、 2 
附と 6 附ド身体l~g~'II;: 内川 1山総(.-"止 ij't 。
〈プjλ凸引jjlj>n11 dlカスリIjA、件jA;わかし主にカランル Il生;iff。

〈尉応段iJUj) ft~~400 450U:分(定食、めん W)、l拠品川引1111。
，; f] lJ'¥処J!flh包股・ー欠如fI[') /，l!b.PI¥人 1U，800人分(将米の dil(会館分含

し・) 比iMノドれ B() 1) 1111.10 [> J> m 以ド0 ・日11'"J.K J且として IIJ利JIj。

.空気間和設備工事

， i;oJr_i手段Ili¥l' 日ぅニ 中外32'(・・ 1!II~JQ 68 ()/o • ネ|付 27
0

(' • i!II:.J立~50% 。
忽ヂー呪外o.c. i!II~， J~ 40 ()/c .; 1付20"(・ .?!II:Ji50% 

空調万式〉件IWi.T• !'ハ トリ ク i ニ，卜、 ，+.J.Iじ窓I(IIコア日1I分は、ファ

ンコイルユニァトグ)f)j白川 )J式/.T..アノ、ントリンクAユニット 13i'i/ファンコ

イルユニ ッ ト147fi。

〈熱j原設備〉公'hl坊tI、燃料の攻:"AE1JI:給;キH1.'J竹.J:lj!の間糸化を々 l起し、都

diカ、ス (LNGll，OOOKcal Il による/I.&~正式 ìíÌ' ?I"tJ.K発生時を設置し、外

公取入部には全熱交換機をぷけて外れれ仰を少くした/1吸収式冷温水発生

器・ 250R T 2 Ti/全熱交挽機4Ti iiI' il"t J.Kポンプ(作出子;数illlJ桂Il) 5 fi。
〈自動制御設備>lll!.fi皆コントロール主で、作J，';'引の?I"tY!uU立日;i悦、熱出iまわ

り制御、 H与11日発停、 ili'伝記鈷がJtrl'I[J:.fl1¥できるも のとした。また将来、市

有挫築物の設備j機器の故障表ぶができる機能をも っ。

.工事関係者 ・ 着工・竣工

く設計 ・監理> <着工 昭和50年12月
株式会社岡設計 〈竣工〉昭和52年10月
〈建築工事〉

株式会社鴻池剥l
く電気設備工事〉

日本竜設工業株式会社

〈給排水 ・衛生・空調設備工事〉

高 1:電機製造株式会社

くエレベータ一設備工事〉

点京芝浦逗気株式会社

く家具〉

株式会社松屋




